
平成３０年１１月８日

国土交通省 東北地方整備局

赤川水系河川整備計画
〔国管理区間〕の進捗状況について

資料－２第９回 赤川水系河川整備学識者懇談会

～各種施策・事業の進捗状況～



堤防延長

61.5km

完成堤
91.5％（56.2km)

暫定堤
8.5％（5.2km)

◆河川整備計画の基本的な考え方
計画の主旨 [整備計画策定：平成24年8月]

本計画は、河川法の3つの目的が総合的に達成できるよう、
河川法第16条に基づき平成20年9月に策定された「赤川水系
河川整備基本方針」に沿って、河川法第16条の二に基づき、
当面実施する河川工事の目的、種類、場所等の具体的事項
を示す法定計画を平成24年8月に定めたものです。

1）洪水、高潮等による災害発生の防止
2）河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持
3）河川環境の整備と保全

計画の対象期間

本計画の対象期間は、概ね30年間とします。
なお、社会情勢や経済情勢の変化、新たな知見や洪水など

の被害の発生状況などにより、必要に応じて見直しを行うもの
です。

計画の対象区間

本計画の対象区間は、国土交通省の管理区間（大臣管理
区間）である47.9㎞（大山川、内川、梵字川、田麦川を含む）
を対象とします。
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 流域面積：856.7km2 （全国第74位）
 幹川流路延長：70.4km（全国第74位）
 流域内人口約11万人
 流域内市町：2市1町

（鶴岡市、酒田市、三川町）
【堤防整備率】

(H30.3時点)

出典：H22河川現況調査



■観測史上最大の洪水への対応
赤川においては、観測史上最大の洪水である昭和15年7月洪水（基準地点

熊出における河道の流量2,200m3/s）と同規模の洪水を安全に流下させるこ
とが可能となります。

●本計画で設定した治水、利水、環境それぞれの目標に向け、整備を実施します。

治 水 利 水

■流水の正常な機能の維持
河川水の利用に関しては、流域全体の水利用や本川・支川

の流量・水質等を適切に把握するとともに、限りある水資源の
有効活用を図るため、関係機関との連携による水利用の合理
化及び水質汚濁対策を進め、より適正な水利用が図られるよう
に努めます。

【正常流量配分図】【整備計画流量配分図】

環 境
■河川環境の整備と保全

流域の自然的・社会的状況の変化や地域住民・沿川住民の要望などを踏
まえ、環境管理計画の項目・内容の追加、変更、見直し等のフォローアップを
行い、河川空間の整備・管理を適切に実施します。

また、河川水辺の国勢調査など各種環境情報データの蓄積に努め、具体
的な環境管理目標設定のための環境指標の検討を行い、環境管理計画を
河川空間管理のみならず河川環境全般にわたる内容となるよう充実を図りま
す。

維持管理
■河川の維持管理

河道、河川空間、堤防、ダム及びその他の河川管理施設がそ
の本来の機能を発揮できるよう良好な状態を維持させるために
は適切な維持管理が必要です。
このため、河川管理施設の状況を的確に把握するとともに、状
態を評価し、更には状態に応じた改善を行い、「治水」「利水」「環
境」の目的を達成するために必要な機能を持続させていくことに
努めます。
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◆河川整備計画の目標



◆河川整備計画策定後の社会情勢の変化
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【赤川流域関係市町人口及び世帯数の推移】 出典：山形県統計年鑑

鶴岡市

97.3%

酒田市

0.9%

三川町

1.8%

赤 川

流域面積

856.7km2
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【鶴岡市における
工業団地の立地件数の推移】

出典：鶴岡市(H30.6現在)

【農業生産額・製造品等出荷額等の推移】

（出典について）
・平成17年以前の農業生産額は「山形県統計年鑑」より引用
・農業生産額は、平成19年から県別となったため、平成22年データは不明
・平成26年以降は、農林水産省にて公表されている市町村別の農業生産

額を引用
・製造品出荷額等について工業統計表より引用
（集計について）
・鶴田市及び酒田市が平成17年に市町村合併しているため、合併以前の

期間についても合併後範囲を対象に集計
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◆河川整備計画策定後の社会情勢等の変化（1）
事業に係わる地域の人口、産業等の変化

●赤川流域関係市町の総人口は、昭和55年をピークに若干の減少傾向にありますが、ほぼ横ばいで推移しています。

●世帯数は増加傾向にあり、近年はほぼ横ばいで推移しています。

●農業生産額は、昭和60年の約823億円をピークに緩やかな減少傾向にありましたが、近年は増加傾向に転じてます。

●製造品出荷額は平成12年をピークに減少傾向にありましたが、近年は平成12年の水準まで回復しつつあります。

●鶴岡市では、工業団地の立地件数の増加に伴い、製造品出荷額等は急激な伸びを示しています。
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●赤川流域では、有史以来幾度となく大規模な洪水被害に見舞われており、昭和15年7月に未曾有の洪水により甚大な被害が
発生しています。また、近年においては平成25年7月洪水により、被害が発生しています。

洪水発生状況

「洪水により流出した菅原橋」

（鶴岡市日出付近）

「腰まで濁水につかって避難する住民」

（三川町青山付近）

「屋根に上り救助を待つ住民」
（鶴岡市宝町付近）

「刻々と上がる水位を見守る住民]

（鶴岡市大宝寺付近）

「増水により越水寸前の内川」

（鶴岡市鳥居町付近）

昭和15年7月洪水

熊出地点の総雨量は181mm

に達し、鶴岡市市街地付近

では橋が流出し、堤防決壊

や溢水により甚大な被害が

発生

昭和44年8月洪水

熊出地点の総雨量は276mm

に達し、熊出地点では戦後最

大流量を記録。床上床下浸水

により、甚大な被害が発生

昭和46年7月洪水

熊出地点の総雨量は105mm

であるが、激しい豪雨により

急激に増水。床上床下浸水

により、甚大な被害が発生

昭和62年8月洪水

熊出地点の総雨量は250mm

に達し、下流部の横山観測

所で計画高水位を45cm上回

る洪水が発生。人的被害の

他、床上床下浸水により、甚

大な被害が発生

とりいまち

つるおかしたからまち

だいほうじ

赤川

「計画高水位を越えた中流部」

（三川町上町付近）

うちかわ

みかわまちあおやま

よこやま

平成25年7月洪水
熊出地点の総雨量は131mmに

達し、下流部の羽黒橋観測所、

浜中観測所で避難判断水位を

超過し、床上床下浸水により、

甚大な被害が発生

はぐろばし

はまなか

ひので

「耕地被害のあった中流部」

（鶴岡市文下付近）

◆河川整備計画策定後の社会情勢等の変化（2）

流量（熊出地点） 1,220m3/s

家屋一部破損 1戸

床上浸水 8戸

床下浸水 32戸

出水被害状況

流量（熊出地点） 2,290m3/s

床上浸水 48戸

床下浸水 278戸

出水被害状況
流量（熊出地点） 2,070m3/s

床上浸水 295戸

床下浸水 1,327戸

出水被害状況

流量（熊出地点） 3,290m3/s

床上浸水 847戸

床下浸水 419戸

出水被害状況

昭和15年7月洪水浸水区域図

年最大流量（基準地点 熊出）

S15.7洪水
4,800m3/s
3,290m3/s

S44.8洪水
2,940m3/s
2,290m3/s S46.7洪水

2,220m3/s
2,070m3/s

S62.8洪水
2,050m3/s
1,700m3/s H25.7洪水

1,750m3/s
1,220m3/s

基本高水流量 5,300m3/s

整備計画目標流量 2,200m3/s

S31荒沢ダム完成 H13月山ダム完成
※H26洪水は速報値

うえまち

ほうだし

横山

浜中

羽黒橋

熊出
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出水被害状況

流量（熊出地点） 1,700m3/s

負傷者 3名

家屋全・半壊 3戸

床上浸水 55戸

床下浸水 196戸



●低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が不安定となったため、5/18～20日にかけて、山形県
北部を中心に大雨となりました。

●鶴岡雨量観測所（気象庁所管）では、日雨量が109mm、時間雨量が21mmを記録し、1976年の観測開始以降、いずれも5月期
の降雨では観測史上最大となる雨量となりました。なお、日雨量は全体の第10位に該当します。

●鶴岡市街地を流れる赤川では、熊出水位観測所の水位が4日間にわたり水防団待機水位を超過し、5月19日には氾濫注意
水位も超過しました。ピーク水位は3.24mを観測し、月山ダム完成以降、5月期における最大の水位となりました。

湯殿山
140mm

荒沢
136mm

大針
154mm

月山ダム
116mm

鶴岡
124mm

【熊出水位流量観測所】

2018/5/17 2018/5/18 2018/5/19 2018/5/20
1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

水位(m)

水防団待機水位2.10m

氾濫注意水位3.00m

避難判断水位4.30m

氾濫危険水位4.50m

計画高水位6.12m
押切付近(8k)UAVにより上空から撮影

2018/5/20 8:00頃

ピーク水位 3.24m
5/19 6：００

【鶴岡雨量観測所】
天気図（5月18日21時頃）衛星画像（5月18日21時頃）
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◆平成30年5月洪水の概要（1）
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●押切地点では、河道掘削により約1.2m、月山ダムにより約0.6m、合わせて約1.8mの水位低減効果があったと推定されます。

●河道掘削と月山ダムが無かった場合を想定すると、計画高水位を約0.3m超過していたと推定されます。

痕跡水位（実績)：7.80m

河道掘削無し・月山ダムなし

計画高水位

実績水位（押切観測所)

河道掘削

水位を約１．８ｍ低減

（うち河道掘削 １．２ｍ 月山ダム ０．６ｍ）
河道掘削と月山ダムがなかった場合：9.66ｍ 計画高水位：9.334ｍ

排水

藤
島
川

平成30年5月の洪水では鶴岡市及び三川町

の要請に基づき内水排除ポンプ車を出動さ

せ、浸水被害を防止

長沼地区：約2時間稼動し、約3千m3の内水

を排除し浸水被害を防止

押切新田地区：約10時間稼動し、2万m3の内

水を排除、約150ha、10戸の浸水被害を防止

押切新田地区でポンプ車により内水排除を実施
おしきりしんでん

藤島川

押切新田地区排水作業状況
内水を藤島川（最上川水系）に排水

8.0k 押切地点

赤川

山形県
庄内総合支庁

▲押切付近(8k) （2018/5/19 5:40頃）
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◆平成30年5月洪水の概要（2）



230

235

240

245

250

255

260

265

270

0

100

200

300

400

500

600

05
/1
7 
15
:0
0

05
/1
7 
16
:0
0

05
/1
7 
17
:0
0

05
/1
7 
18
:0
0

05
/1
7 
19
:0
0

05
/1
7 
20
:0
0

05
/1
7 
21
:0
0

05
/1
7 
22
:0
0

05
/1
7 
23
:0
0

05
/1
8 
00
:0
0

05
/1
8 
01
:0
0

05
/1
8 
02
:0
0

05
/1
8 
03
:0
0

05
/1
8 
04
:0
0

05
/1
8 
05
:0
0

05
/1
8 
06
:0
0

05
/1
8 
07
:0
0

05
/1
8 
08
:0
0

05
/1
8 
09
:0
0

05
/1
8 
10
:0
0

05
/1
8 
11
:0
0

05
/1
8 
12
:0
0

05
/1
8 
13
:0
0

05
/1
8 
14
:0
0

05
/1
8 
15
:0
0

05
/1
8 
16
:0
0

05
/1
8 
17
:0
0

05
/1
8 
18
:0
0

05
/1
8 
19
:0
0

05
/1
8 
20
:0
0

05
/1
8 
21
:0
0

05
/1
8 
22
:0
0

05
/1
8 
23
:0
0

05
/1
9 
00
:0
0

05
/1
9 
01
:0
0

05
/1
9 
02
:0
0

05
/1
9 
03
:0
0

05
/1
9 
04
:0
0

05
/1
9 
05
:0
0

05
/1
9 
06
:0
0

05
/1
9 
07
:0
0

05
/1
9 
08
:0
0

05
/1
9 
09
:0
0

流入量

放流量

貯水位

▽洪水貯留準備水位 EL238.50

0 0 0 0 0 0 0 0 0
1

4 6
1 2

16

7
2 1

0
2

0 0 0
2

0 0
1

15

9

1 3 4

10 11
7

4 5
1

0 0 0 0

100

200

0

10

20

30

流域平均時間雨量

流域平均累加雨量

（時間mm） （累加mm）

（m3/s） （EL.ｍ）

累加雨量:１１５mm

最大流入量：

毎秒 ５１０ ｍ３

ダムに貯め込んだ水量：６，５５３千m3

（東京ドーム約 ５．２杯分）

最大流入時の放流量：毎秒 ２５５m3

ダムから下流に流す水の量を最大毎秒 ２５５m3 低減

1,166 

510 

360 357

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H
1
4
.4
.1
7

H
1
4
.4
.3
0

H
1
4
.5
.5

H
1
4
.5
.8

H
1
4
.7
.1
1

H
1
5
.4
.1
9

H
1
5
.4
.2
6

H
1
5
.4
.3
0

H
1
5
.5
.8

H
1
6
.5
.4

H
1
6
.7
.1
7

H
1
7
.6
.2
7

H
1
7
.8
.1
4

H
1
8
.5
.1
0

H
1
8
.5
.2
0

H
1
8
.7
.1
3

H
1
9
.4
.2
2

H
1
9
.5
.1
8

H
1
9
.6
.6

H
1
9
.6
.2
9

H
2
1
.5
.1
8

H
2
1
.7
.1
9

H
2
2
.5
.2
4

H
2
2
.6
.2
7

H
2
2
.9
.1
3

H
2
3
.5
.1

H
2
3
.5
.1
0

H
2
3
.5
.1
2

H
2
3
.6
.2
3

H
2
3
.6
.3
0

H
2
4
.5
.2

H
2
5
.7
.8

H
2
5
.7
.1
1

H
2
5
.7
.1
5

H
2
5
.7
.1
8

H
2
5
.7
.2
2

H
2
6
.7
.9

H
2
8
.7
.6

H
2
8
.8
.2
2

H
2
9
.4
.1
8

H
2
9
.7
.3

H
2
9
.7
.2
4

H
3
0
.5
.1
8

H
3
0
.6
.2
7

H
3
0
.8
.5

H
3
0
.8
.1
6

H
3
0
.8
.2
8

流
量

(m
3
/
s
)

最大流入量 最大放流量

●前線や低気圧の影響による降雨により、5月17日～19日に月山ダム上流域では時間最大雨量16mmの降雨を観測し、ダムへ
の流れ込む水の量は、最大510m3/s(19日2:10)に達しました。

●この出水において、月山ダムでは約6,553千m3（東京ドーム約 5.2 杯分）の水をダムに貯留し、下流河川へ流す水量を最大で
255m3/s（約5割）軽減しました。

●これにより、ダム下流の熊出水位観測所では、約34cmの水位を低減させることができたと推測されます。

管理開始以降（16年間）の洪水調節実績

対象洪水

8

◆平成30年5月洪水における月山ダムの事業効果

月山ダムの洪水貯留状況

赤川の水位の状況（熊出水位観測所）



◆河川整備計画における進捗状況
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質的整備

文下・道形地区
（12.5k～14.7k）

日本海
0k

●本計画で設定した治水の目標を達成するために、現在は河道掘削を実施しています。
●今後は、堤防の質的整備、床止め改築を実施していきます。
●河道掘削後については、土砂の再堆積や植生の繁茂状況のモニタリングを通して、適切な河川管理を実施していきます。

袖浦橋

黒森赤川橋

新川橋

大山川橋

おばこ大橋

両田川橋
田田大橋

5k

10k

15k

蛾眉橋

JR橋 三川橋

20k

羽黒橋

鶴羽橋 黒川橋

王祇橋 25k

30k

櫛引橋

東橋

熊出赤川橋

新名川橋
黒森床止工

改築

第4床止工
改築

質的整備

成田・猪子地区
（3.2k～6.2k）

質的整備

道形地区
（16.0k～17.6k）

質的整備

泉山地区
（21.3k～21.8k）

質的整備

熊出地区
（29.4k～30.2k）

河道掘削

三川地区
（6.8k～7.8k）

質的整備

対馬地区
（8.1k～9.1k）

河道掘削

鶴岡・三川地区
（10.2k～15.0k）

質的整備

地蔵俣・松尾地区
（18.0k～18.9k） 質的整備

松尾・馬渡地区
（19.4k～22.0k）

堤防の質的整備（遮水矢板工法、ドレーン工法）
床止改築には関連する付帯施設を含む

そでうらばし

おおやまがわばし

くろもりあかがわばし

しんかわばし

りょうたがわばし
でんでんおおはし

がびきょう

みかわばし
はぐろばし

つるはばし

おおぎばし

くろかわばし

くしびきばし

あずまばし

くまいであかがわばし

しんながわばし

内川

大山川

つしま

なりた いのこ

ほうだし どうがた

じぞうまた まつお

まわたり

いずみやま

赤文字：当面整備（H36年度まで））
緑文字：当面整備以降

：整備済

：河道掘削（当面整備）

：河道掘削（当面整備以降）

：床止工改築（当面整備以降）

：質的整備（当面整備）

：質的整備（当面整備以降）

※当面整備（H36年度まで）

くまいで

まつお

つるおか みかわ

河道掘削及び堤防の質的整備箇所(13k付近) 堤防の質的整備箇所(17k付近)
くろもり

【河川整備計画事業箇所位置図】
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 河川整備計画における治水対策（全体概要）
整備全体の考え方

床止工の改築 黒森床止工（3.2k付近）

黒森床止工

第4床止工

黒森床止工

赤
川



左岸 ▽計画高水位

平水位程度
掘削断面

右岸

河道掘削の状況

●人口、資産の集中する鶴岡・三川地区(10.2k～15.0k)について、浸水被害を防止するための河道掘削を実施しています。
●平成30年度は、助川地区において河道掘削を実施しています。

赤川河道掘削区間(鶴岡・三川地区)

10.0k

赤川

 河川整備計画における治水対策（河道掘削）

【流下能力対策（河道掘削）イメージ】

押切水位観測所

横山水位観測所

浜中水位
・流量観測所

羽黒橋水位・流量観測所

河道掘削について

河道掘削にあたっては生物の生息域に配慮し、掘削土は他事業

と連携するなど有効利用に努めます。

11

凡 例
：平成26年度までの掘削箇所
：平成27年度の掘削箇所
：平成28年度の掘削箇所
：平成29年度の掘削箇所
：平成30年度の掘削箇所
：平成31年以降の掘削箇所

鶴岡・三川地区

鶴岡・三川地区
三川町

鶴岡市

赤川

着手前 施工中

助川地区
5.0k

11.0k

12.0k

13.0k

14.0k

15.0k 16.0k



床止工の改築

日本海

袖浦橋

黒森赤川橋

新川橋
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おばこ大橋

両田川橋
田田大橋
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蛾眉橋

JR橋 三川橋
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羽黒橋
鶴羽橋 黒川橋

王祇橋 25k

30k

櫛引橋

東橋

熊出赤川橋

新名川橋

黒森床止工
改築

第4床止工
改築

赤川

【床止工改築の位置図】

赤川

※赤字は改築が必要な床止工

第
4
床
止
工

黒
森
床
止
工

新
川
床
止
工

床止工改築の考え方

●河道の断面積が不足する要因となっている床止工について、流下能力が確保できる高さまで切り下げ改築を行い、河道の断
面積を確保します。なお、改築にあたっては、河床の安定性に配慮しつつ、魚類の遡上等を考慮し、河川の連続性を確保可
能な構造とします。

黒森床止工（3.2k付近）

【床止工改築イメージ】

黒森床止工

第4床止工

黒森床止工

赤
川

床止工断面
床止工切下高
床止工下流断面

 河川整備計画における治水対策（床止工改築）

内川

大山川
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堤防の質的整備の考え方

●現在の堤防の多くは、古くからその地域の社会的・経済的背景に応じた材料や施工法によって、築造や拡築・補強を重ねた
長大かつ歴史的な構造物であり、基礎地盤も含めてその内部構造は複雑で不明な点も多く、構造物としての信頼性が必ずし
も高くない場合があります。このため、堤防の浸透に対する安全性の点検を行い、安全性が確保されない堤防については、
堤防の質的整備を検討し、必要に応じて実施箇所、実施時期の見直しも行いながら今後対策を実施します。

 河川整備計画における治水対策（堤防質的整備）

水防活動（漏水対策（月の輪））状況（赤川）水防活動（漏水確認）状況（赤川）

日本海

0k

袖浦橋

黒森赤川橋

新川橋

大山川橋

おばこ大橋

両田川橋
田田大橋
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10k

15k

蛾眉橋

JR橋 三川橋

20k

羽黒橋
鶴羽橋 黒川橋

王祇橋 25k

30k

櫛引橋

東橋

熊出赤川橋

新名川橋

質的整備

成田・猪子地区
（3.2k～6.2k）

質的整備

文下・道形地区
（12.5k～14.7k）

質的整備

道形地区
（16.0k～17.6k）

質的整備

泉山地区
（21.3k～21.8k）

質的整備

熊出地区
（29.4k～30.2k）

質的整備

対馬地区
（8.1k～9.1k）

質的整備

地蔵俣・松尾地区
（18.0k～18.9k）

質的整備

松尾・馬渡地区
（19.4k～22.0k）

赤川

内川

大山川

※2)

発
見

【堤防の質的整備断面イメージ】

【堤防の質的整備位置図】

文下

：整備済
：質的整備
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H27～28年施工
12.5k～13.7k

H28年施工
16.0k～17.6k



0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

鶴岡・三川地区

三川地区

土量（千m3）

掘削済土量

計画土量

56.7% ［450/793（千m3）］

100.0% ［（27/27（千m3）］

●赤川水系河川整備計画を平成24年8月に策定してから、平成30年度末までの整備状況は以下のとおりです。
●河川改修の進捗としては、平成30年度末迄で約49%となっています。（河道掘削土量全体の進捗率 約58%）
●河道掘削は、相対的に流下能力が低く人口・資産の密集している鶴岡市街地に効果のある区間を優先して実施しています。
●今後は、河道掘削と並行して堤防質的整備、床止め改築事業を進めていく予定です。

河道掘削

床止め改築

堤防質的整備

※本数値については、平成30年度末迄の数値で示す。
※進捗状況は河川整備計画策定からの数値で示す。

 河川整備計画における治水対策の進捗状況

第4床止め・黒森床止め改築を実施します

14

河川改修の進捗（事業費ベース）

【全体事業費】

49.0% 51.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業の進捗率

赤川水系

実績 計画

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000

松尾・馬渡地区

地蔵俣・松尾地区

対馬地区

熊出地区

泉山地区

道形地区

文下・道形地区

成田・猪子地区

全体

延長（m）

実績

計画

0.0% ［0/2950（m）］

22.4% ［2800/12500（m）］

54.5% ［1200/2200（m）］

100.0% ［1600/1600（m）］

0.0% ［0/500（m）］

0.0% ［0/750（m）］

0.0% ［0/1000（m）］

0.0% ［0/2600（m）］

0.0% ［0/900（m）］



 危機管理型ハード対策

15

熊出

月山ダム

酒田市

鶴岡市
荒沢ダム
（補助）

L=0.80km
赤川

0 10 20 30km

堤防構造を工夫する
対策を優先的に行う区間

：のり尻保護工箇所

【危機管理型ハード対策整備箇所
（法尻保護工）】

越流による堤防決壊のメカニズム

堤防裏法尻の補強

●「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づき、最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会の取組として、「危機管理
型ハード対策」を実施します。

●危機管理型ハード対策の必要な区間を選定した結果、総延長3.8kmとなっており、平成30年度に完成予定。

【危機管理型ハード対策】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業の進捗率

赤川水系

実績 計画【危機管理型ハード対策】

100％（法尻保護工3.8ｋｍ）

▲ 危機管理型ハード対策施工例（赤川助川地区）

着手前 施工中（覆土前）

L=2.20km（内0.56kmをH30実施中）

L=0.80km(H30実施中)

(平成30年度末)

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合には深掘れの進
行を遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす

山付区間
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●鶴岡市街地を貫流する赤川で、河道掘削（H11年～現在実施中）と月山ダム建設により浸水被害を軽減。
●治水安全度の向上に伴い赤川沿川の市街地が広がり、次世代基幹産業として注目される企業を含む事業所数が増加。

がっさん あかがわ つるおか みかわ 事業実施による効果（1）

月山ダムの建設（平成13年10月竣工）

河道掘削の実施

【河道掘削事業の概要】
・事業期間：H11年度～
・掘削土量：約200万m3

工業団地内事業所数の推移 製造品出荷額等の推移

1.5倍に増

2.0倍に増 ※鶴岡市

河道掘削前河道掘削前

河道掘削イメージ

（流下能力対策）

【世界が注目する企業】

※写真は山形県HPより

人工クモ糸繊維を使用
した製品

鶴岡市に世界で初めて人工クモ糸繊維の量産化に成
功した企業が立地。次世代基幹産業として注目。日本
ベンチャー大賞審査員特別賞を受賞。

河道掘削後
（ダム完成）

河道掘削後
（ダム完成）

山形県
庄内総合支庁

赤
川

：掘削範囲

鶴岡市の工業団地の位置図（H30）

山形県
庄内総合支庁

鶴岡市街地

鶴岡市役所

赤川

内川

河道掘削範囲

赤川

鶴岡東

鶴岡中央

鶴岡西
庄内西

櫛引西

：工業団地

鶴岡東工業団地
（事業所数：31社）

赤
川

鶴岡中央工業団地
（事業所数：17社）
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 事業実施における効果（2）

三川町

庄内町酒田市

鶴岡市
つるおかし

みかわまち

しょうないまちさかたし

整備計画着手時（H24）

●河川整備計画実施後には、昭和15年7月洪水と同規模の洪水に対して、外水氾濫による家屋や水田等農地の浸水被害が解
消されます。

●整備計画着手時（H24）河川において床上・床下浸水世帯それぞれ約2,600・約800世帯が、浸水想定面積約1,580ha発生する
可能性があるものの、河川整備計画実施後にはこれら浸水被害がなくなります。

外水氾濫による被害状況[整備計画着手時(H24年度末)→概ね30年後]
目標 現況（Ｈ24年度末） 整備後 浸水解消

床上浸水世帯 約2,600世帯 0世帯 約2,600世帯

床下浸水世帯 約800世帯 0世帯 約800世帯

浸水想定面積 1,580ha 0ha 1,580ha

昭和15年7月洪水と
同規模の洪水発生時

「河川整備計画
事業」が完了す
ることによる効果

整備計画実施後（H54）

（H54）

（H54）

現況
（H24）

（H24）

整備計画完成
（H54）

現況
（H24）

整備計画完成
（H54）

※評価数値は、H24評価時のもの 17

河川整備計画前後の浸水世帯数

河川整備計画前後の浸水想定面積
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 事業実施における効果（3）

【現況流下能力図（平成30年度末）】

●平成30年時点の現況流下能力は以下のとおりになります。今後実施する河道掘削により、すべての区間で整備計画の目標
流量である2,200m3/s以上になります。
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河道掘削床止工改築 堤防強化

河道掘削

堤防強化

堤防強化 堤防強化

：計画高水流量

：流下能力（H24河道：着手時）

：整備計画目標流量

：流下能力（H30河道）

：基本高水流量

：当面の整備（概ね６年）

：整備計画（概ね30年）

河道掘削
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●水質の状況としては、昭和57年以降は全ての水質観測所で環境基準A類型(BOD75%値 2mg/ℓ以下)を満足しています。
●水質事故防止に向けた活動として、市報及びラジオによる広報、水質汚濁対策連絡協議会、水質事故等への迅速な対応及

び訓練を実施しています。近年は水質事故発生件数が減少しています。

赤川水質観測地点模式図

【水質経年変化図(BOD75%値)】

▲流出した油の回収状況【近年の水質事故発生状況】

内川・鶴岡市道形地内

出典：公共用水域データベース及び全国一級河川の水質現況

 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（１）

東 橋

浜 中

蛾眉橋
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▲赤川水系水質汚濁対策連絡協議会
（H30.7.13）

〇水質事故防止の取り組み

▲オイルフェンス設置訓練
（H29.10.31）

〇水質状況の把握
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水質の保全・改善



 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持（２）
流水の正常な機能維持

●今年は、平成6年渇水時よりも雨が少なく、渇水が危惧されました。
⇒赤川流域3地点では、7月の雨量が、平成6年を大きく下回りました。

●平成6年渇水では、利水障害が発生し、市民生活に支障が発生しました。
⇒水道の時間断水、減圧給水が発生。また学校のプール使用制限により、水泳大会の中止も発生しました。
⇒赤川の熊出付近で瀬切れが発生しました。

●平成30年は、平成6年渇水時より少雨のため、当時より厳しい給水制限など、市民生活に影響を与える可能性がありました
が、月山ダムの運用効果により、心配された利水障害の発生を防ぎ、市民生活と河川環境を、しっかりサポートできました。

H6では、7月～8月にかけて正常流量を下
回ったが、月山ダム運用により、平成30年7
月は正常流量を確保できた。

熊出基準地点流況の比較

6月
(6/16～)

7月 8月 9月
(～9/15)

流量(m
3
/s)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20
H6 正常流量 H30

熊出基準地点付近の状況

▲H6 瀬切れの状況

▲H30.7月 流路の確保状況

正常流量
3m3/s
(5月～8月)

正常流量
5m3/s

(9月～4月)

熊出基準地点上流の降雨状況

月山ダム
位置図

庄内南部
広域水道供給範囲

●庄内南部地区
（鶴岡市・三川町）
約１４万人の水道安定
供給に寄与

平成30年
利水障害等

発生
０ 件

田麦俣

荒沢ダム

八久和ダム

H30.7の月間降水量は
H6の1/3程度

ダム運用により流況が改善された期間

20



 河川整備計画における河川環境の整備と保全

●赤川自然再生事業でハリエンジュ駆除やレキ河原の再生が実施されたことで、数多くの映画のロケ地として利用され、「映
画」を核とした地域の活性化に貢献している。

ロケ地のエリア

蝉しぐれ

たそがれ清兵衛 おくりびと 座頭市 THE LAST

隠し剣 鬼の爪

主人公や仲間らの相談場所
（川に落ちるシーンも撮影）

主人公が仲間を連れ立って釣りをした場所 予告編でも使われた、桜が散っているシーン 主人公が最愛の妻と、満開の桜の下を連れ立って歩くシーン

赤川がロケ地となった主な映画

タイトル [公開年] （主演）

たそがれ清兵衛 [H14] （真田 広之）

隠し剣 鬼の爪 [H16] （永瀬 正敏）

蝉しぐれ [H17] （市川 染五郞）

山桜 [H20] （田中 麗奈）

おくりびと [H20] （本木 雅弘）

座頭市 THE LAST [H22] （香取 慎吾）

外来種伐採前 外来種伐採後

赤川自然再生（外来種伐採、レキ河原再生）

映画ロケ地

赤川は、電線がない・護岸等が見えない・外来植物がない・
背後地が山脈といった映画撮影に望ましい景観条件を満た
し、数多くの映画のロケ地として活用されている

21



 人と河川とのふれあいの場の確保

●三川町かわまちづくりは、三川町と流域住民とも連携を図りながら、まちと一体になった安心して憩える河川空間の確保を目標に掲げ、
親水護岸や管理用通路などの整備を平成26年度より実施しています。

●地域の利活用者などで構成される「三川町かわまちづくり推進協議会」を開催し、地域の方々の意見も聴きながら進めていきます。協
議会では、事業の進捗の確認や事業完成後の維持管理体制や利活用についても検討していきます。

22

第9回三川町かわまちづくり推進協議会
（平成30年3月27日）

三川町かわまちづくりの進め方

管理用通路

低水坂路 カヌー利用状況

低水坂路
看板設置

低水坂路
看板設置

低水坂路
看板設置

親水護岸

河川公園拡張

駐車場・トイレ

桜づつみ

低水坂路
看板設置

ざっこしめ実施状況
（魚のつかみ取り体験）

親水護岸

低水坂路

桜づつみ（整備イメージ）

管理用通路

低水坂路
低水坂路

管理用通路（整備イメージ）

河川公園
拡張箇所

河畔整備箇所

河畔整備

桜づつみ腹付盛土

赤

川

至：鶴岡市

東郷小学校

東郷小学校

第７回三川町かわまちづくり推進協議会
（平成29年3月24日）

H30整備箇所



河川の調査

●河川管理を適切に実施するためには、河川の状態を把握することが必要となります。このため、水文・水質調査や河道の縦
横断測量、及び河川巡視等を継続的・定期的に実施し、河川維持管理に活用しています。

●水文観測データは流況変化の把握、各種情報の発信及び河川計画検討等の基礎データとなります。測量や空中写真撮影
は流下能力や施設の機能に大きく影響を与える河道形状の把握のために実施しています。

＜実施項目＞
・水文観測調査（水位・流量・水質等）（毎時～毎月実施）
・河道状況の把握（概ね5年毎に実施）
・洪水後（洪水時）の状況把握（河道の変化、施設の変状確認）
・河川の巡視点検（通年通して実施）

◆水文観測調査

船上巡視状況

熊出水位観測所 水質調査（採水）実施状況

定期横断測量の状況

◆河道状況の把握◆河川の巡視点検

（例：米代川） 河川の維持管理

横断測量による河道の経年変化の把握

◆河道状況の把握（空中写真）

60
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S42
S54
H7
H14
H20
H22
H28
H29

Ｈ30..5.20 UAV撮影

河口部の経年変化の把握

Ｈ26.3 撮影

Ｈ27.9 撮影Ｈ18.8 撮影

河口から29.6k（熊出付近）
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●洪水時や渇水時などにダムの機能を最大限発揮させると共に、長期にわたり適切に運用するため、日常的な点検整備を実施し

ています。

●洪水時や渇水時に確実に機能を発揮させ、長期にわたり適正に運用するため、効率的・効果的な維持管理の実施が必要です。

●貯水池から除去された流木は、薪用に住民のみなさまへ提供すると共に管理コスト縮減を図っています。

ダム施設及びダム管理施設の維持管理

 ダムの維持管理

管理の内容

ダム操作 気象、流量など情報収集、関係河川状況の監視、情報連絡（通知・周知）、ゲートの操作、記録

貯水池管理 堆砂対策、周辺斜面安定対策、流木、ゴミ対策、水質保全、生物モニタリング、周辺環境対策、湖面・土地管理、情報提供

施設管理 堤体・放流設備点検、付属設備（放流警報、電気・通信、各種観測）、点検、湖岸巡視、管理用通路点検、各施設維持補修等

ダムのゲート点検

湖面巡視

堤体巡視 放流設備制御装置点検 流木の集積

流木提供放流警報所点検月山ダム 24



 危機管理体制の整備・強化

【洪水対応演習】

 出水期に備え、赤川流域内の関係機関と合同して情報伝達訓練を実施
 県内河川関係事務所及びダム管理事務所、山形地方気象台、水防管

理団体、山形県河川課、各総合支庁河川砂防課・県管理ダムが参加

洪水対応演習の様子（写真は情報伝達訓練の実施状況）

【水防演習】

 水防演習は、水防技術の向上と水防意識の高揚を図ることと地域住民
の方々に水防の重要性を理解してもらうことを目的に実施

【緊急速報メール配信訓練】

訓練の様子（鶴岡市水防訓練）

H30年6月 H30年6月

酒田河川国道事務所
H30年5月

酒田河川国道事務所
H30年5月

25

 鶴岡市において防災活動の円滑化及び地域住民の防災意識の向上を目
的に総合防災訓練を実施（参加者:1,700人）

 訓練では鶴岡市を対象に「緊急速報メール」の配信訓練・避難所の開設を
実施

▲避難訓練の様子 ▲「緊急速報メール」

H29年9月 H29年9月

H30年6月

 地区長をはじめ、防災担当者
や水防団長と合同で、洪水時
に危険になる箇所等を確認し
、迅速な水防活動を行うため
に必要な情報を共有

・鶴岡市
H30.6.4(37名参加）
・三川町
H30.6.20（24名参加）
・酒田市
H30.6.20（21名参加）

【重要水防合同巡視】

▲地区長との巡視の様子

H30年6月

●整備計画の目標達成までには概ね30年の期間を要するため、整備途中段階での災害発生が懸念されます。

●また、東北地方太平洋沖地震等の巨大地震や地球温暖化に伴う気象変化等、施設能力を超える自然現象により災害が発

生する恐れがあります。

●こうした災害発生時においても被害が最小限になるよう、国、自治体等、関係機関における相互の情報共有や支援体制の構

築を図りつつ、情報の共有や地域防災力の向上を図っています。



◆河川行政を取り巻く近年の主な取り組み

26



 水防災意識社会再構築ビジョン（１）

■平成32年までの今後5年間で達成すべき目標

最上川下流及び赤川は、拡散的に氾濫する低平地の庄内
平野に位置し、甚大な浸水被害を及ぼす恐れがあることか
ら、平成27年9月関東・東北豪雨等の教訓を踏まえ、最上川
下流及び赤川で発生しうる大規模水害に対して命を守る・庄
内平野を守るため『避ける、防ぐ、取り返す』ことにより、氾濫
被害の最小化を目指す。

■平成32年度までに取り組む事項

■ハード対策
・洪水氾濫を未然に防ぐ対策として、河道掘削や漏水対策

（浸透含む）
・危機管理型ハード対策として堤防法尻補強の実施、避難

行動等に資する水位計等の整備
・水防活動を迅速に行うための資機材の点検整備
・各自治体庁舎の非常用発電機の整備及び耐水性の確保

■ソフト対策
・円滑かつ迅速な避難行動等に資するためのリアルタイム

の情報提供やタイムラインの高度化及び訓練の実施
・防災教育等の実施
・水防団及び地域住民等との合同巡視及び共同点検
・排水ポンプ車等の配置計画の検討および設置訓練の実施

▲第５回協議会開催状況
（H30.6.14 酒田河川国道事務所大会議室）

27

●最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会を設立し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するための協
議・情報共有を行います。

●「最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会」は平成28年5月30日に協議会を設置し、8月25日に取組方針を作成し
ました。

●「中小河川等における水防災意識社会の再構築のありかたについて」の答申を受け、県管理河川を取組の対象に加え、平
成29年11月27日に取組方針の変更を行いました。

減災のための目標 最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会 スケジュール

＜構成機関＞
◇地方公共団体

鶴岡市、酒田市
三川町、庄内町
遊佐町（オブザーバー）

◇山形県
◇山形地方気象台
◇東北地方整備局

第１回 平成２８年５月３０日
〇現状の把握

・各機関の取り組み状況
・洪水対応における課題

〇減災のための目標設定
〇「取組方針」の検討の進め方を決定

を共有
第１回 平成２８年６月３０日
〇各機関の今後の取組（案）を報告
〇「取組方針（案）」の検討

第２回 平成２８年８月２５日
〇「取組方針」の策定

第２回 平成２８年８月１日
〇「取組方針（案）」の作成

第３回 平成２９年５月３０日
〇「取組方針」に基づく対策実施状況の確認
〇県管理河川の追加

第３～５回 平成２９年２月～８月
〇対策実施状況の取りまとめ
〇県管理河川の追加 など

第４回 平成２９年１１月２７日
〇「取組方針」の変更（県管理河川の追加）
〇要配慮者利用施設の避難確保計画の作成
推進の確認

第５回 平成３０年６月１４日
〇規約の改正（法定協議会への移行）
〇取組実施状況の確認
〇危機管理型水位計設置予定
〇防災教育の促進

第６回 平成２９年１０月１８日
〇「取組方針」の変更（県管理河川を追加）

など

第７回 平成３０年３月５日
〇規約の改正（法定協議会への移行）
〇取組実施状況のとりまとめ

など

臨時 平成３０年８月２４日
[洪水ハザードマップの周知について]
〇西日本豪雨による水害について
〇洪水ハザードマップの周知の課題
〇各市町におけるハザードマップ周知の取組

幹 事 会協 議 会

「最上川下流、赤川の目標・取組方針」公表

平
成
２８
年
度

平
成
２９
年
度

平
成
３０
年
度 ※毎年、本格的な出水期前（５月頃）に協議会を

開催し、フォローアップを行う。



▲ 出羽大橋橋脚水位線標示状況 ▲ 三川橋橋脚水位線標示状況

着手前 完成後

▲ 危機管理型ハード対策施工例（赤川助川地区）

 水防災意識社会再構築ビジョン（２）

洪水を安全に流すためのハード対策や危機管理型ハード対策を平
成３０年度完成を目指し、実施しています。

想定最大規模降雨による浸水想定区域図を公表

橋脚に洪水時の避難等の目安となる水位線を標示 緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

市町長によるによる避難勧告等の適切な発令や住民等の主体的な避難に
役立つよう、最上川水系・赤川水系において、想定最大規模の降雨による洪
水浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域を公表しました。

最上川の出羽大橋と赤川の三川橋の橋脚に、洪水時の避難等の目安とな
る水位線の標示を行いました。これは、台風や大雨で最上川や赤川の水かさ
が増えてきたときに、川の近くに住む方々に現在の水位状況を一目でわかる
ようにしたもので、洪水時の危険性を周知するとともに、安全かつ余裕を持っ
て避難していただくためのものです。

流域住民の主体的な避難を促進するため、緊急速報メールを活用した洪
水情報のプッシュ型配信に取り組んでおり、自治体や携帯事業者との調整
等が整った赤川水系の鶴岡市、酒田市、三川町において、平成２９年５月
１日から、洪水情報のプッシュ型配信を開始しています。

■ハード対策 ■ソフト対策

氾濫被害の最小化を目指す（主な取り組み状況）

着手前 施工中（覆土前）
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平成29年度実施 平成29年度実施

赤川水系
：H28.5.31公表

最上川水系
：H29.1.20公表



 減災対策協議会 臨時幹事会開催～西日本豪雨を踏まえた洪水ハザードマップの周知について～
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▲意見交換会の様子（H30.8.24)

【鶴岡市】
〇H28に計48回の住民説明会・意見交換会を実施し、延べ1,500人が参加
〇防災フェアを開催し、周知を実施しているが、市町村レベルでは限界がある。
〇関心が無い方へどうアプローチしていくかが課題
〇浸水域の避難所の確保が課題

【酒田市】
〇防災無線ラジオを無償配布し、住民説明会を開催したが参加者は少ない
〇緊急避難所一覧の脇に、「2階以上に避難してください」と表記しているが、

伝わっているかは不明。

【三川町】
〇今年度にHMを作成予定。10月～12月に住民説明会を開催予定。
〇町内全域が浸水想定区域のため、避難場所の確保が課題であり、広域避

難できるよう県にもお願いしたい。

▲赤川の洪水ハザードマップを
活用した避難訓練（鶴岡市：H29.8.3)

▲赤川の洪水ハザードマップ作成に
係る意見交換会（鶴岡市：H28.9～H29.2)

●参加人数

約200人（大人200人）

●取組状況

近年の洪水被害を教訓
に、赤川の洪水ハザード
マップを活用して避難訓練
を開催

●参加人数

延 約1,500人（大人1,500人）

●取組状況

浸水想定区域内の町内会
を対象にハザードマップ作
成のための意見交換会を
開催

■HMの周知方法について意見交換 ■HMの周知の取り組み

■各市町からの意見

赤川の洪水ハザードマップを

活用した避難訓練

（鶴岡市）

赤川の洪水ハザードマップ

作成に係る意見交換会

（鶴岡市）

●西日本豪雨の水害では、洪水ハザードマップの存在を知らなかったと答える被災者が多いとの報道を踏まえ、洪水ハザード

マップ周知方法などについて意見交換等を行いました。（平成３０年８月２４日開催）

●近隣市町の洪水ハザードマップ作成の利活用状況を共有し、既存のハザードマップの点検や継続的な周知の参考にしてい

ただく機会となりました。



 防災教育に対する取り組み～「命を守る」ためのイラスト集を活用した防災朝会～

▲防災朝会（鶴岡市立京田小学校 H30.7.10)

学 校 名 児童数 実施日

鶴岡市立朝暘第二小学校 367名 6/6

鶴岡市立京田小学校 85名 7/10

鶴岡市立櫛引南小学校 73名 9/12

鶴岡市立渡前小学校 96名 8/30

鶴岡市立櫛引西小学校 187名 11月予定

鶴岡市立上郷小学校 94名 11月予定

鶴岡市立斎小学校 110名 11月予定

合 計 1,012名

【支援校一覧 （全７校）】

落ちてしまうことがあるよ！

～児童にも分かりやすいイラストを活用しました～

『命を守る』ための防災教育イラスト

※イラストは、国土交通省ＨＰ 防災教育ポータルより

ドアが開かなくなってしまうよ！

▲防災朝会（鶴岡市立朝暘第２小学校 H30.6.6)

30

防災朝会後のアンケート結果

■ 家の人と一緒に逃げるルートを確認しておく。
■ 家族と防災マップなどを見て避難の確認したいと思いました。
■ 絵や図があってわかりやすかった。
■ マンホールの蓋が浮かんで穴に落ちることがあるので、とても怖いなと思った。
■洪水が起きたらすぐに高い所、水の届かない所までいく。

・・・等多数の意見を頂いた。

Ｑ．朝会はわかりやすかったですか？ Ｑ．朝会を聞いて、洪水についての
心構えは変わりましたか？

アンケート181（３校）

60%35%

3% 2%

よくわかった

わかった

あまりわからな
かった

わからなかった

52%
30%

12%

6%
変わった

少し変わった

変わらない

わからない

●鶴岡市内小学校の朝の全校集会を活用し、防災朝会実施の支援を行っています。

●イラスト集を用いて児童に災害時の危険箇所や避難時の注意事項等の説明をおこない、防災意識向上に役立てました。

※防災朝会：学校の朝礼などの短時間に、簡易な教材で、子供達に水害から命を守るために取るべき行動を紹介するものです。



 防災意識啓発活動～過去の災害を風化させない取組み～
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【構成機関】：最上川下流改修促進期成同盟会、赤川治水対策・月山ダム管理協議会、山形県庄内総合支庁、鶴岡商工会議所

酒田商工会議所、（一社）東北地域づくり協会山形支所、酒田港湾事務所、月山ダム管理所、酒田河川国道事務所

【開催概要】

日時：平成２９年１１月１０日（金）
１３：００～１６：３０

場所：酒田市民会館「希望ホール」
主催：最上川・赤川直轄改修着手

１００周年記念事業実行委員会
開催内容：
①空から見た最上川・赤川上映

～ドローン空撮映像～
②基調講演『最上川と庄内への想い』
③パネルディスカッション

『庄内地方の今昔』
④巡回パネル展

『歴史を振り返り、水防災を考える』

【基調講演 土岐田正勝氏】 【パネルディスカッション】【参加状況】

流域の約400名の方々に参加いただいた 『最上川河口史（土岐田正勝著（平成17年
1月発行））』から抜粋して講演

【会場で上映した
『空から見た最上川・赤川』】

【４名のパネリスト】

【パネル展】歴史や河川工学、まちづくり、観光などの多方
面からパネルディスカッションを実施

これまでの最上川・赤川のあゆみのほか、水防災
意識社会再構築ビジョンに基づく取り組みを紹介

『庄内地方の今昔』と題して、４名のパネリスト
から庄内地方の発展と最上川・赤川の関わり
を紹介

開会前やロビーでは、ＵＡＶで撮影した
最上川・赤川を紹介

●大正6年8月（1917年）に、最上川及び赤川の工事直轄施工告示がなされ、同年9月に改修工事に着手して以来、昨年平成29
年（2017年）で100年を迎えました。

●これを契機として、庄内地域がこれまで最上川・赤川と舟運とともに発展してきた歴史、水害に対する先人たちの取組を振り
返り、未来の庄内地域と水防災を考えることを目的としたシンポジウムを昨年平成29年11月10日に開催しました。
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●河道整備では、河道掘削による発生土砂を他事業と調整しながらコスト削減に努めます。（事例1）
●河川区域内の樹木伐採希望者の公募及び伐採木の無償提供により、伐採費用の縮減と伐採木の有効利用を図っています。

（事例2）
●堤防の維持管理による除草で発生した刈草を一般の方々へ無償提供し、処分費用削減と資源の有効利用を図っています。

(事例3)

（事例２）公募型樹木採取、伐採木の無償提供

掘削土砂の活用イメージ
・平成30年度では、河道掘削により発生した土砂を圃場整備事業（山形県）等へ有効活
用を図り、コスト縮減を図ります。

河道掘削の状況（助川地区）・土砂運搬の状況（山形県）

（事例１）掘削土砂の有効利用

（事例３）刈草の一般無償提供

無償提供状況

除草

梱包

無償提供

・平成29年末時点には、刈草約2,130ロー
ル（約50t）等を無償提供しました。

有効活用（圃場整備）河道掘削 運搬

樹木伐採（公募・維持工事等）

維持工事等の伐採木の集積

公募型
樹木採取

 コスト縮減の取り組み(1)
コスト縮減の方策
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公募伐採

維持・関連工事

 コスト縮減の取り組み(2)
公募伐採によるコスト縮減

【赤川の樹木伐採面積の推移（H26～H30)】 【公募伐採のチラシ掲示】
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※H30は予定値

【記者発表】

【山形新聞】

平成30年6月15日 山形新聞 22面
河川敷の樹木 活用して
庄内50区間 無償提供、伐採者募る

公募型伐採区画図の一例（鶴岡市三千刈地区）

●記者発表及びチラシの掲示や流域市町の広報誌などに掲載するなどして積極的に公募伐採の応募者を募っている。
●平成26年から公募伐採の応募があり、それ以降は、応募率は、ほぼ100％で推移している。
● H26～H30の実績では、樹木伐採面積の約４割が公募伐採であり、河道の流下能力維持やコスト縮減に大きく寄与している。



総合学習等への支援

河川に関する情報を地域住民や河川を中心に活動する住民団体等と幅広く共有し、住民参加による河川清掃、河川愛護活
動を推進するとともに、人と河川のふれあいを促す地域づくりを支援・推進しています。

H27年8月

赤川と流域の人々の関わりの中で育まれた生活の基盤や歴史・文化・風土を活かしつつ、住民参加と地域連携により、自然
とのふれあい、歴史・文化・環境が学習できる場の整備、維持・保全を図っています。

 環境教育に対する取り組み

すいえん

赤川花火大会
（鶴岡地区）

(C)花火.Collection H30年8月

水焔の能
（櫛引総合運動公園）

H30年7月 H30年6月 H30年7月

月山ダムのつどい
（月山ダムサイト）

アユの放流
（三川橋付近）
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▲赤川緑地クリーン作戦

H30年7月

▲水生生物調査

H30年6月

▲水生生物調査


